
 

令和元年度 事業報告 
 

1）公益財団法人名古屋国際センターの概要 

 

１ 設立年月日 

  昭和 59 年 8月 1 日 

 

２ 定款に定める目的 

  名古屋を中心とした地域の歴史、文化、その他の特性を生かして、市民の国際理解及び多 

 文化共生を推進する事業を行うことにより、市民レベルの相互理解に基づく多文化共生社会 

 の形成を促進し、誰もが共に豊かに安心して暮らせる社会の実現に努め、もって普遍的な国 

 際平和に寄与することを目的とする。 

 

３ 定款に定める事業内容 

 （１）公益目的事業 

   ア 市民に対して外国に関する情報等を提供するとともに、外国人等からの生活全般に 

    関する相談に応じる事業 

   イ 語学や多文化共生等に関する講座、研修会等を開催する事業 

   ウ 地域の国際化の推進に取り組む団体等との協働により講座等を開催するとともに、 

    その活動を支援する事業 

   エ 地域に暮らす外国人と市民との相互理解を図るイベント等を行う事業 

   オ 留学生に対する宿舎の提供、相談等の支援を行うとともに、留学生と市民との交流 

    を図る事業 

   カ その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

 （２）公益目的事業の推進に資するための事業 

   ア 名古屋国際センター等の国際交流施設の管理及び運営 

   イ その他公益目的事業を推進するために必要な事業 

 

４ 主たる事務所 

  愛知県名古屋市中村区那古野一丁目 47 番 1号 

 

 

 

 

 

 

  



 

2）令和元年度事業報告書 

 

(公財)名古屋国際センター（以下「センター」という。）は、名古屋を中心とした市民レベル

の国際交流及び国際協力を行うことにより、相互理解に基づく多文化共生社会の形成を促進し、

誰もが共に豊かに安心して暮らせる社会の実現を目指し、各種事業を実施した。 

事業の実施にあたっては、平成29年度から令和3年度までの計画である「第2次名古屋市多文

化共生推進プラン」を踏まえて行った。 

 

Ⅰ 指定管理事業 

 国際化推進事業  

１ 情報収集提供事業 

（１）情報サービスコーナーの運営 

情報カウンターでは、日本人に対しては海外の生活、国際交流・協力に関する情報を、

外国人に対しては住まい、病院、語学学習、出入国関係、交通･観光等生活に欠かせな

い情報を多言語（日本語、英語はじめ 9言語）及び「やさしい日本語」で提供した。 

令和元年度から名古屋市の一元的相談窓口「多文化共生総合相談ワンストップセンタ

ー」として位置付けられ、多様な言語による問い合わせに対応した。なお、より多くの

言語に対応できるよう音声翻訳機を導入した。 

また、身近な行政窓口である区役所・支所とセンターをつなぐタブレット端末による

テレビ電話通訳を実施した。さらに「多文化共生のまちづくり相談窓口」において、必

要な情報提供及び助言等を行った。 

情報サービスコーナーへの入館者数は 13,367 名、問い合わせ件数は 8,901 件。テレ

ビ電話通訳の実施件数は 199 件。 

 

（２）ライブラリーの運営 

ア 資料室の運営 

28,299 冊の海外紹介図書、国際理解・国際協力及び多文化共生に関する図書、日

本語教材、日本紹介図書等を配架し、閲覧・貸し出しを行うとともに、海外の新

聞、雑誌等を配架した。その他、海外紹介、日本紹介、国際理解、日本語学習のた

めの視聴覚資料を収集し、視聴の機会を提供するとともに、個人や学校等の団体へ

の貸し出しを行った。 

ライブラリーへの入館者数は 25,790 名、図書貸出冊数は 8,586 冊、CD・DVD 貸出

点数は 667 点（令和 2年 3月 2日～3月 31 日までは新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため臨時休館）。 

 

イ 親子絵本コーナーの運営 

絵本を通じて海外の文化に触れるとともに、外国人児童の母語保持・習得に役立て

るため、海外の絵本を親子で読み聞かせることができるコーナーを設置し、4,600 冊

の日本及び海外の絵本を配架した。 

また、名古屋市在住外国人や外国人支援団体、NIC 地球市民教室講師の協力のもと、

ライブラリーの絵本を活用した特別イベント「絵本のひろば」において、「外国語の絵

本の読み聞かせ」、「外国文化の紹介」、「海外アニメの上映」等を実施した。 



 

開 催 日 2019年8月17日・18日 

参 加 者 数 延べ481名 

 

ウ 交流スペースの運営 

国際交流・協力、多文化共生等の分野で活動する団体や若者グループが、打ち合わ

せや情報交換、イベント等に利用できる場を提供した。 

利 用 件 数 167件 

利 用 者 延べ1,040名 

登録団体数 33団体 

 

（ア）ランチタイム企画 

センター近隣に勤務するビジネスパーソン等を主な対象として、平日のランチタイ

ムに外国文化に触れるイベントを実施した。 

開 催 日 2019年10月30日、11月27日、2020年2月26日 

参 加 者 数 延べ46名 

 

エ 外国語で楽しむ絵本の会 

外国語での絵本の読み聞かせを通して、外国文化に触れる機会を提供するほか、外

国人ボランティアの出身国の紹介、歌や簡単な遊びを行った。また、市内の図書館に

出向いて実施することにより、広くセンターの PR に努めた。 

対応言語は、英語、スペイン語、中国語、ポルトガル語、ベトナム語、ヒンドゥー

語等（日本人ボランティアによる日本語通訳付き）。 

開 催 日 名古屋国際センター：2019年4月～2020年3月（原則第2・4日曜日） 

中村図書館：2019年6月1日、9月7日、11月2日（新型コロナウイルス感

染拡大防止のため、2020年3月7日は中止） 

中川図書館：2019年8月7日 

参 加 者 数 延べ505名 

 

オ ライブラリー特別企画 

小・中学校の夏休み及び冬休み期間中に、子どもたちを対象にライブラリーの図書

や「子どもニック・ニュース」を活用し、異文化への関心を深めてもらうことを目的

にクイズラリーを実施した。 

開 催 日 ①夏休みクイズラリー：2019年8月1日～9月1日 

②冬休みクイズラリー：2019年12月21日～2020年1月26日、2月19日 

参 加 者 数 ①延べ304名 ②延べ101名 

 

カ 本のリサイクルバザー 

古くなったペーパーバックや海外雑誌等を市民に提供するバザーを実施した。収益

は国際協力等に役立てたほか、新たな図書の購入に充当し、利用者サービスの向上を

図った。約8,000冊の図書（洋書・和書）、雑誌、世界の教科書等を出品し、収益の半

額を世界寺子屋運動名古屋実行委員会に寄付した。 

開 催 日 2019年6月2日 

参 加 者 数 339名（日本人253名、外国人86名） 

 

 



 

（３）社会見学の受入れ 

小学生から社会人まで幅広く施設見学を受け入れ、センターの事業を紹介するとと

もに、グローバル人材、多文化共生や国際理解・協力への理解を深めるためのきっかけ

づくりを行った。 

開 催 日 2019年4月1日～2020年3月31日（休館日を除く） 

件 数 32件 

参 加 者 数 307名 

 

（４）留学ガイダンス（共催事業） 

ア これから海外留学を考える方へ「体験談・奨学金情報説明会」 

海外留学の基礎知識や奨学金に関するセミナー、留学経験者による座談会を実施

した。 

開 催 日 2019年7月14日 

参 加 者 数 29名 

主 催 (独)日本学生支援機構 

 

イ アメリカ留学フェア 

アメリカの高等教育機関が留学希望者と面接を行うほか、奨学金や英語テスト等

に関する説明を実施した。 

開 催 日 2019年9月16日 

参 加 者 数 230名 

主 催 在名古屋米国領事館 

 

（５）行政文書翻訳 

名古屋市からの依頼により、各種案内文や申請用紙等の翻訳を行った。 

対応言語は、英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、ハングル、フィリピノ語、

ベトナム語、ネパール語。 

件 数 237件（うち新型コロナウイルス感染症に関する翻訳は35件） 

 

２ 相談事業 

（１）海外児童生徒教育相談 

家族の海外勤務による出国・帰国時の編入学等に関する相談や日本に在住する外国

人児童・生徒の教育に係る相談に、関係機関・団体等との連携のもと対応した。 

対応言語は、日本語、英語等。 

開 催 日 毎週水・金・日曜日（午前10時～12時、午後1時～5時） 

件 数 310件（219名） 

 

（２）外国人行政相談 

市政等の行政に関する相談や情報提供について、相談員や専門家（行政書士）が対応

した。また、区役所において日本語に不案内な外国人に対して、トリオホン（3者通話

システム）、テレビ電話により通訳サービスを実施した。 

対応言語は、日本語、英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、ハングル、フィリ

ピノ語、ベトナム語、ネパール語（音声翻訳機でフランス語対応1件あり）。 

件 数 839件（720名） 

 



 

 

（３）外国人無料法律相談 

愛知県弁護士会の協力により、結婚・離婚、在留資格、交通事故や労働問題等、日本

で生活する上で生じる法律上の問題について、専門家（弁護士）が無料で相談に応じた。 

対応言語は、英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語。 

開 催 日 毎週土曜日（午前10時～12時30分） 

件 数 222件（168名） 

 

（４）外国人のための税理士による無料税務相談 

名古屋税理士会の協力により、確定申告書の書き方を学ぶセミナーと個別相談を通

訳付きで実施した。 

開 催 日 2020年2月22日 

参 加 者 数 36人 

 

（５）外国人こころの相談 

外国人が日本の生活で抱く不安や悩み等を解消するため、母国で資格、経験のある相

談員が通訳を介さずに相談に応じた（相談時間は50分、一人年5回まで）。 

対応言語は、英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語 

件 数 543件（232名） 

 

（６）ピアサポートサロン 

外国人保護者が孤独や孤立感を感じ精神的に不安定になることを未然に防ぐため、

「子育て」をテーマに、国籍や世代を超えて、同じ立場で対等な関係を築き、仲間作り、

居場所、悩みを共有する場としてサロンを実施した。 

開 催 日 2019年12月22日、2020年1月26日、2月23日 

参 加 者 数 45名（外国人25名 日本人20名） 

 

（７）外国人健康相談 

ア 外国人健康相談会 

(特活)外国人医療センターとの共催により、外国人が健康について気軽に相談でき

る相談会を実施した。 

開 催 日 2019年5月19日、2020年1月26日 

参 加 者 数 87名 

 

イ 外国人の「心」と「からだ」健康相談会 

外国人住民が健康で安心して暮らせるように、病気の早期発見や予防、制度の周知

啓発等、「健康・福祉・保健」について総合的に対応できるワンストップ型の相談会を

関係専門機関と連携して実施した。 

対応言語は、英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、フィリピノ語、ベトナム

語。 

開 催 日 2020年1月26日 

参 加 者 数 51名 

 

 

 



 

 

（８）難民相談 

(公財)アジア福祉教育財団難民事業本部との共催で、インドシナ難民定住者、条約難

民及び難民認定申請者等のための生活相談、保護措置等に関する相談に対応した。 

対応言語は、英語等。 

開 催 日 毎週木曜日（事前予約制） 

参 加 者 数 248件（174名） 

 

（９）外国人の子どもと保護者のための進路ガイダンス 

外国人の子どもと保護者を対象に、中学卒業後の進路についての情報提供及び相談

に対応するガイダンスを教育関係機関等の協力を得て実施した。また、日本の教育制度

に関する説明や、大学生や社会人による体験発表、高等学校・専門学校・教育委員会等

による個別相談会を実施した。 

当日の資料及び通訳は 6言語（英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、フィリピ

ノ語、ネパール語）で対応。 

開 催 日 2019年8月3日 

参 加 者 数 135名（定員80名） 

 

（10）外国人生活相談出張サービス 

中保健センター主催の外国人家族の子育て教室「マミーズサロンナカク」及び東別院

日本語教室に出向き、センターの事業紹介及び個別相談を実施した。また、在名古屋ブ

ラジル総領事館主催の「第二回在名古屋ブラジル総領事館教育フェア」にて、出張教育

相談を行った。 

開 催 日 ①「マミーズサロンナカク」：2019年6月3日、10月28日 

②東別院日本語教室：2019年10月18日 

③第二回在名古屋ブラジル総領事館教育フェア：2019年12月8日 

参 加 者 数 99件（延べ115名） 

会 場 ①中保健センター ②東別院ホール ③名古屋市公会堂 

 

（11）相談事業における関係機関との連携 

窓口に寄せられる多様な相談について包括的なサポートができるよう、中村区役所、

外国人支援NPOなど関係機関へのヒアリング、情報・意見交換を行った。 

 

３ 広報出版事業 

（１）「ニック・ニュース」の発行 

センターの活動紹介と国際交流・協力、多文化共生に関する情報提供のため、広報誌

「ニック・ニュース」を隔月で各 10,000 部発行した。 

 

（２）子ども版「ニック・ニュース」の発行 

地球市民意識を子どものころから養うため、日々の暮らしと世界とのつながりを考

える事例や国際協力・多文化共生のヒント等を取り上げる子ども版「ニック・ニュース」

を年 2回発行した。夏号は 73,500 部（内 5,000 部は追加増刷）、冬号は 68,500 部。 

 テーマ：夏号「すごろくで学ぼう！やさしい日本語」 

 テーマ：冬号「災害からみえるつながりいろいろ」 

 



 

（３）「ナゴヤ・カレンダー」英語版・中国語版・ポルトガル語版の発行 

外国人を対象に、センターの事業のほか生活・行政情報や観光情報等を紹介する月刊

情報誌「ナゴヤ・カレンダー」を英語（紙版6,000部・デジタル版）、中国語（デジタル

版）、ポルトガル語版（デジタル版）【自主事業】で毎月発行した。 

 

（４）「名古屋生活ガイド」の発行 

生活に係る基本情報や各種手続きの窓口・相談先等を掲載した冊子「名古屋生活ガイ

ド」を 8,250 部増刷し、外国人転入者向けウェルカムキットに同封・配布するとともに

NIC ホームページに掲載した。制作言語は、英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、

ハングル、フィリピノ語、ベトナム語、ネパール語、ルビ付き日本語。 

 

（５）ホームページ等による情報発信 

センターの事業や生活関連情報、イベント情報、市政情報等を日本語のほか多言語で

ホームページに掲載し、広く発信した。対応言語は、日本語、英語、ポルトガル語、ス

ペイン語、中国語、ハングル、フィリピノ語、ベトナム語、ネパール語。 

また、フェイスブックは、ホームページ同様 9言語に対応し、幅広い利用者へ情報発

信できる環境を整えた。 

名古屋地域における台風接近の注意喚起や新型コロナウイルスに関する情報をホー

ムページ、フェイスブック及びツイッターに各言語で発信した。 

 

（６）メールマガジンの配信 

外国人に対しては、災害情報等の緊急性・即時性の高い情報やイベント情報等を、日

本人に対しては、国際交流イベントや国際理解・国際協力に関する情報等を掲載したメ

ールマガジンを毎月発行し、センターのPRに努めた。 

配信件数は45,404件。対応言語は、日本語、英語、中国語、ポルトガル語。 

 

４ 研修事業 

（１）日本語学習支援活動者向け研修 

ア 日本語ボランティアシンポジウム 

東海日本語ネットワーク（TNN）との共催で、外国人への日本語学習支援活動の充実

を目指して、地域で活動する日本語教室の情報交換と連携を図るシンポジウムを実施

した。 

＜基調講演＞「これからの地域の日本語教育に求められること～日本語教育に関する

法整備などの議論を踏まえて～」 

講師：神吉 宇一 氏（武蔵野大学大学院准教授、日本語教育学会副会長） 

＜調査報告＞「名古屋市内の外国人に対する学習ニーズ調査結果」 

報告者：千葉 月香 氏（名古屋大学大学院生） 

＜パネルトーク＞「外国人が日本語教室に期待していること」 

コーディネーター：金箱 亜希 氏（愛知県語学相談員） 

登壇者：村山 グスタボ 氏（ポルトガル語担当） 

サインジュ ラビン 氏（ネパール語担当） 

安井 瑞希 氏（中国語担当） 

伊藤 クリスティーナ 氏（タガログ語担当） 

＜交流会＞東海地域の日本語教室の活動紹介 

 



 

開 催 日 2019年12月7日 

テ ー マ 増え続ける外国人～どうなる？私たちの日本語学習支援～ 

参 加 者 数 236名（定員200名） 

 

イ 日本語ボランティア研修 

東海日本語ネットワーク（TNN）との共催で、日本語学習支援者や多文化共生の担い

手の育成を目的に、日本語教授法や教室運営方法、在住外国人の現状や課題等、「開か

れた地域社会をめざして」をテーマに、研修を実施した。 

第1回 「日本人に知ってもらいたい日本語教育の話」 

第2回 「外国籍の子どもが教室に来た時の受入れ、支援を考える」 

第3回 「交流会『どうする？私たちの日本語教室』」 

第4回 「多文化共生 名古屋市中区役所の取組み」 

第5回 「多文化共生と人権」 

第6回 「外国人受入れ制度と現状」（中止） 

第7回 「ベトナムの学習者向けの発音指導のヒント」 

第8回 「外国につながる子どもの教育」 

第9回 「対話型活動と『はじめての日本語教室』」（中止） 

開 催 日 2019年4月13日、5月11日、6月8日、7月13日、9月14日（台風接近の 

ため、10月12日は中止） 

2020年1月11日、2月8日（新型コロナウイルス感染拡大防止のため、 

3月14日は中止） 

参 加 者 数 延べ454名 

 

（２）地域の国際化セミナー【新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止】 

外国人を含む市民一人ひとりが担い手となる多様性を活かした地域づくりについ

て、市民の理解を促進するセミナーを実施する。 

＜講演＞「多文化共生社会に生きる―異文化間の葛藤とその解決の視点から―」 

講師：加賀美 常美代 氏（目白大学人間学部心理カウンセリング学科 教授） 

＜話題提供＞「住民の半数が外国人！『芝園団地』発 共存から共生へ」 

話題提供者：岡﨑 広樹 氏（芝園団地自治会 事務局長） 

＜パネルトーク＞「『もやもや感』解消に向けた実践」 

パネリスト：アハメド ツレイヤ 氏（元 名古屋市内小学校 PTA副代表） 

岡﨑 広樹 氏（芝園団地自治会 事務局長） 

圡田 哲也 氏（天竜デザイン事務所 代表） 

開 催 日 2020年3月8日 

テ ー マ 変わる地域、とまどう人々～その「もやもや」の先に～ 

参 加 者 数 定員150名 

 

５ 国際交流・国際協力事業 

（１）NIC地球市民教室の運営 

ア NIC 地球市民教室「異文化理解コース」 

（ア）講師派遣及び講座の実施 

地域の国際化の重要な担い手である在住外国人を講師として登録し、学校や地域の

非営利団体等からの依頼を受け、母国の文化や日本での生活の様子等を伝える講座を

実施した。 



 

件 数 155件（223名）（新型コロナウイルス感染拡大防止等のため10件 

（32名）の派遣中止） 

 

（イ）講師の新規登録及び研修 

①新規登録講師を公募し、登録を行った。また、新規登録講師を対象に研修を行い、

先輩講師のプレゼンテーションを学んだ。 

②全登録講師に対して、効果的なプレゼンテーションの方法、参加型学習の取り入れ

方等を学ぶ研修を実施した。 

開 催 日 ①講師の登録：2019年9月28日、2020年3月4日 

②スキルアップ研修：2019年7月30日、11月2日 

参 加 者 数 ①20名（うち18名新規登録） ②32名 

登 録 人 数 119名（37か国1地域） 

 

イ NIC地球市民教室「チャレンジコース」 

地球や地域の課題を身近な課題としてとらえ、その解決に向けて行動する力を育む

ことを目的に、「多文化共生」や「識字教育」などをテーマとした講座やワークショッ

プを名古屋市立大学、愛知大学ほかで実施した。 

件 数 5件（11名1団体） 

 

ウ 発見！体験！地球市民キャンパス 

NIC地球市民教室を活用し、若者を主な対象に、地球や地域の課題を学び、自分がで

きることを考える参加型のモデル授業を行った。 

今年度は「フェアトレード」、「多文化共生」の2つのテーマに分かれ、ワークショッ

プ等を通して世界や地域が抱える課題を知り、自分たちの暮らしとのつながり、問題

解決のために何ができるかを考えた。 

開 催 日 2019年7月30日 

参 加 者 数 31名（定員40名） 

 

（２）名古屋市の姉妹友好都市との周年に併せた事業 

名古屋・ロサンゼルス姉妹都市提携60周年記念事業「映画から知るアメリカ・ロサン

ゼルス」 

映画「ラ・ラ・ランド」を通して、アメリカ及びロサンゼルスの魅力を楽しく学んだ。

また、映画から見た名古屋とロサンゼルスのつながりについて理解を深めた。 

開 催 日 2019年10月6日 

参 加 者 数 67名（定員50名） 

 

（３）グローバル人材育成事業 

ア グローバル人材育成フォーラム 

若者が世界に視野を広げ、多様性を尊重する「グローバル人材」への関心を高める

ことにより、将来のキャリアプランを描き、行動に移すためのきっかけをつくるフォ

ーラムを実施した。 

＜講演＞「被災地、紛争地の声を伝える」 

 講師：安田 菜津紀 氏（フォトジャーナリスト・Dialogue for People所属） 



 

開 催 日 2019年9月21日 

参 加 者 数 80名（定員100名） 

 

イ グローバル人材育成研修 

「グローバル人材」として必要な3つの力（共感力、思考力、行動力）を養う研修を

「入門編」、「実践編」として実施した。 

 講師：辰野 まどか 氏（(一社)グローバル教育推進プロジェクト 代表理事） 

開 催 日 入門編：2019年9月21日   実践編：2019年11月17日、12月8日 

参 加 者 数 入門編：35名（定員60名） 実践編：18名（定員25名） 

 

ウ グローバルユースカフェ 

若者が、地球や地域の課題に対する関り方や自身のキャリア形成について考え、多

様な人材と交流する場として、実施した。 

第1回 SDGおみくじ（グローバルユースフォーラムと同日開催） 

第2回 留学生と見つける！名古屋の魅力 

第3回 海の向こうから生中継！海外暮らしのリアル 

第4回 交流会（グローバルユースデーと同日開催） 

第5回 あなたの知らないバイヤーの世界（中止） 

開 催 日 2019年9月21日、10月30日、2020年1月26日、2月15日（新型コロナ 

ウイルス感染症拡大防止のため、第5回・3月10日は中止） 

参 加 者 数 延べ94名 

 

（４）グローバル人材育成アドバイザーの登録・活用 

若年層の人材育成・支援をより効果的に実施するため、下記の2名をアドバイザーと

して登録した。アドバイザーからは、グローバル人材育成研修などで助言を仰ぎ、グロ

ーバル人材育成事業の充実を図った。 

辰野 まどか 氏（(一社)グローバル教育推進プロジェクト 代表理事） 

中島 康滋 氏（イノベーションファクトリー(株) 代表取締役） 

 

６ ボランティア制度の運営等 

（１）ボランティア制度の管理運営 (注)※のボランティアは自主事業に従事 

延べ 963 名が登録し、日本語指導、ホームステイの受け入れ、情報の収集提供、通

訳・翻訳、文化紹介及び行事運営の協力等の活動を行った。 

 

ア 多文化共生ボランティア 

（ア）NIC 日本語の会ボランティア 

第84回、第85回及び第86回「NIC日本語の会」を開講し、延べ3,696名の外国人に

日本語指導や日本文化の紹介を行った。 

 

（イ）情報サービスコーナーボランティア 

Ａ）情報カウンターボランティア 

情報カウンター窓口対応や、情報収集・資料作成等を行い外国人の日常生活を

サポートした。 

 



 

Ｂ）NIC OUT & ABOUT“発見！名古屋”ボランティア 

日本や名古屋地域の文化について、英語で紹介・解説し、英語版ナゴヤ・カレ

ンダーやホームページに掲載した。 

 

Ｃ）NIC WALKING GUIDES ボランティア 

名古屋地域の歴史や観光情報を英語等で紹介するガイドブックを作成し、日本

人と外国人の交流を目的としたウォーキングツアーを春（2019年5月25日、8か国 

34名）と秋（2019年11月23日、11か国37名）の2回実施した。 

 

（ウ）ライブラリーボランティア 

Ａ）ライブラリーボランティア 

図書・資料の整理や配架、展示を行った。また、年 1 回開催する「本のリサイ

クルバザー」等の運営を行った。 

 

Ｂ）絵本の会ボランティア 

「外国語で楽しむ絵本の会」の企画、運営を行うとともに、多言語にて絵本の

読み聞かせや歌や遊びを通して様々な国の言語と文化の紹介を行った。 

 

（エ）ひらがなしんぶんボランティア 

外国人に身近な情報を分かりやすいふりがなつきの日本語で紹介する「なごやひ

らがなしんぶん」第124～126号を発行した。 

 

（オ）NIC 子ども日本語教室ボランティア 

Ａ）NIC 子ども日本語教室（日曜日）ボランティア 

日本語を母語としない6歳から15歳の子どもを対象に、日常生活や学校での学

習に必要な日本語を指導した。 

 

Ｂ）NIC 子ども日本語教室（夏休み）ボランティア 

日本語を母語としない6歳から15歳の子どもを対象に、日常生活や学校での学

習に必要な日本語の学習支援を行う教室を夏休み期間中に開催し、大学生等の若

者を中心としたボランティアが日本語指導を行った。 

 

（カ）高校生向け学習・キャリア支援教室ボランティア 

高校在学中あるいは高校進学を目指す義務教育年齢を超えた外国人生徒を対象

に、日本語や日本語を基盤とする学習を 5 月から 7 月、9 月から 11 月、1 月から 2

月にかけて支援した。また、夏休み期間に自習スペースを設け、ボランティアが学

習をサポートする自主学習会も実施した。 

 

（キ）語学ボランティア 

外国人住民が言葉のサポートを必要とする生活場面や国際交流イベントにおける

通訳、手紙や資料の翻訳を行った。通訳、翻訳等延べ 74 名（通訳 57 名、翻訳 17 名）

が活動した。 

 

 

 



 

（ク）災害語学ボランティア 

なごや市民総ぐるみ防災訓練（2019年9月1日）において外国人参加者の通訳とし

て活動した。 

 

※（ケ）留学生サポートボランティア 

国際留学生会館在住の留学生を主な対象に、市民との交流のサポートや日本語指

導等を行った。 

 

（コ）やさしい日本語ボランティア 

生活情報を「やさしい日本語」に置き換えると共に、ボランティアが作成した防

災用語を啓発するための「やさしい日本語」防災カルタ等を活用して、地域のイベ

ントで普及活動を行った。 

 

（サ）ピアサポートボランティア 

日本社会の制度や習慣、生活ルール等に精通した在住外国人ボランティアが、サ

ポートを必要とする同国人等に必要な情報を提供し、アドバイスを行った。 

 

イ 異文化理解ボランティア 

（ア）ホームステイボランティア 

名古屋と近隣地域でホームステイの受け入れを行う16団体とともにネットワーク

組織「名古屋ホームステイボランティアセンター」を運営し、ホームステイを通し

て市民レベルの国際交流及び異文化間の相互理解を推進した。 

1,264家庭が登録し、延べ149家庭で、159名の外国人を受け入れた。 

 

（イ）事業サポートボランティア 

センターが実施する各種事業においてアシスタントとして活動する。令和元年度

は実績なし（台風接近に伴う「ワールド・コラボ・フェスタ」の中止、新型コロナウ

イルス感染症拡大防止に伴う「NIC国際講演会」の中止のため）。 

 

ウ 国際協力ボランティア 

※（ア）世界寺子屋運動ボランティア 

“世界寺子屋運動”名古屋実行委員会の活動に協力して、101,344枚の書き損じは

がきの整理を行うとともに、区民まつり等においてブース出展を行い、寺子屋クイ

ズの実施や書き損じはがきキャンペーンを通して世界寺子屋運動のPRを行った。 

 

（２）災害時外国人支援研修 

ア 災害時外国人支援ボランティア研修 

大規模災害発生時に、センターとともに外国人被災者の支援を担うボランティアや

関係機関・団体職員を対象に、避難所等にて外国人市民と日本人市民が互いに困らな

いために留意すべき点や配慮が必要な点を学んだ。 

また、センターの「外国人防災救援計画」に基づいたシミュレーションを通して災

害時の災害語学ボランティアの基本的な活動の流れを確認した。 

開 催 日 2020年1月18日 

参 加 者 数 55名（定員60名） 

 



 

イ 災害語学ボランティア研修 

災害時におけるセンター及び災害語学ボランティアの役割や基本的な支援活動を

学ぶ研修会を実施した。 

①ベーシックコース 

災害語学ボランティアの役割や基本的な支援活動の流れについて確認した。 

②ステップアップコース 

「傾聴」、「やさしい日本語」の活用や、被災者の語りから災害時の活動について考

える「災害エスノグラフィー」をテーマに取り上げ、災害時の活動に役立つ知識や

技術を習得する研修を実施した。 

開 催 日 ①2019年4月20日、2019年7月5日 ②2019年11月1日、2020年2月2日 

参 加 者 数 延べ70名（定員 延べ120名） 

 

ウ 名古屋市防災担当主査会における災害時外国人支援体制の説明 

名古屋市防災危機管理局の職員、各区総務課主査（防災）が集まる防災担当主査会

をセンターで開催し、名古屋市の災害時外国人支援体制や災害語学ボランティアの活

動について周知を図った。 

開 催 日 2019年10月31日 

参 加 者 数 34名 

 

（３）ボランティア研修 

登録ボランティアを対象に、センターの事業内容及び多文化共生について理解を深

め、活動の心構えや必要な基礎知識、留意点等を学ぶ研修を3回実施した。 

第1回「名古屋市の多文化共生とボランティア」 

第2回「NIC“まるかるタウン”ナビ」 

第3回「やさしい日本語とボランティア活動」 

開 催 日 2019年6月29日、8月10日、11月16日 

参 加 者 数 延べ91名 

 

７ 民間国際交流活動振興事業 

（１）国際交流協力・多文化共生協働事業（共催事業） 

ア フェアトレード講演会 

「第 4回 フェアトレード・タウンを動かす！元気な若者たちのスピーチ」 

高校生や大学生を中心とする8団体の若者が、日々の活動や今後の展望についてス

ピーチを行った。また、「逗子フェアトレードタウンの会」共同代表の長坂寿久氏を迎

えて、フェアトレードの基礎を知る参加型ワークショップを行った。 

開 催 日 2019年6月15日 

参 加 者 数 44名 

主 催 名古屋をフェアトレード・タウンにしよう会（なふたうん） 

 

   イ やさしい日本語劇団公演 

「やさしい日本語どんなもの？～みんなで考える私たちの日本語～」 

多文化共生社会における共通言語としての「やさしい日本語」を広めることを目的

に、私たちの周りにある「やさしくない日本語」の「ある・ある」をコントで上演し、

「やさしい日本語」について考えるワークショップを開催した。 

 



 

 

開 催 日 2019年8月18日 

参 加 者 数 19名 

主 催 やさしい日本語劇団 

 

ウ UNHCR WILL2LIVE 映画祭 2019 

世界的な課題である難民への理解を促すため、国連UNHCR協会と共催で、映画上映を

行い、3作品の上映を実施した。 

開 催 日 2019年10月13日・14日（10月13日は台風接近のため中止） 

参 加 者 数 200名 

主 催 (特非)国連UNHCR協会 

 

（２）ライブラリーにおける団体資料の配架 

ライブラリーに全国の民間国際交流・国際協力団体が発行するニュースレターや事

業報告書を配架し、情報カウンターやライブラリーに閲覧しやすいように配架し各団

体の活動への市民の理解を促した。 

 

（３）交流室の提供 

民間国際交流団体はじめ各世代の市民がミーティングや交流等に使用できる活動の

場を提供した。 

 

（４）事業の企画・実施支援 

地域のNGO/NPOやボランティア団体が実施する事業の企画・運営・広報において、助

言・協力を行った（共催4件、後援19件）。 

 

８ 外国人市民の暮らしやすいまちづくり事業 

（１）多文化共生まちづくり事業 

ア ＜港区＞「みなと国際交流のつどい」 

港区役所、東海学区連絡協議会、九番団地で活動する日本語教室等地域の関係機関・

団体で構成する「みなと国際交流のつどい実行委員会」を設け、外国人住民と日本人

住民の「顔の見える関係づくり」を目的に、夏まつりを企画・実施した。 

開 催 日 2019年8月31日 

参 加 者 数 530名 

会 場 九番団地1号棟前広場及び集会所 

 

イ ＜中区＞「中区安心・安全・快適なまちづくりフェスタ 2019」 

中区主催の「中区 安心・安全・快適なまちづくりフェスタ2019」にブースを出展

し、多文化共生のまちづくりについて啓発する機会とした。 

開 催 日 2019年9月28日 

参 加 者 数 236名 

会 場 オアシス21 銀河の広場 

主 催 名古屋市中区 

 

 

 



 

ウ ＜緑区＞「みどり多文化交流会」【新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止】 

緑区で多文化共生に取り組むボランティア団体をはじめ公的機関や地域の歴史・文

化を伝えるボランティア団体等と連携し、防災・防犯等の生活情報ブースや異文化交

流プログラム等の交流イベントを実施する。 

開 催 日 2020年3月22日 

会 場 名古屋市立南陵小学校体育館 

主 催 みどり多文化共生ボラネット 

 

（２）外国人防災啓発事業 

ア 防災サロン 

（ア）「防災サロン」 

地震などの災害についての知識が十分でない外国人を対象に、非常持出袋や備蓄

品の紹介、非常食の試食、防災カルタ等について「やさしい日本語」による防災講

座をブース形式で行った。また、同会場で日本赤十字社愛知県支部とともに、幼児

安全法講習行い、心肺蘇生法とAEDの使用方法について周知した。 

開 催 日 2019年7月21日 

参 加 者 数 122名 

協 力 なごや中村災害ボランティアネットワーク、 

日本赤十字社愛知県支部 

 

（イ）「防災サロン＠NIC 日本語の会」 

地震等災害について知識が十分でない外国人（「NIC日本語の会」、「NIC子ども日本

語教室」申込者）を対象に、非常持出袋の紹介や非常食の試食等を通して、平時か

らの備えの大切さを学ぶ機会を提供した。 

開 催 日 2020年1月12日 

参 加 者 数 120名（外国人120名） 

 

イ 防災出前講座 

（ア）防災出前講座＠駐名古屋大韓民国総領事館（名古屋市中村区） 

駐名古屋大韓民国総領事館職員を対象に、想定される被害や必要な備蓄、災害時

の情報提供について学ぶ講習を名古屋市防災危機管理危機対策室とともに実施し

た。 

開 催 日 2019年6月4日 

参 加 者 数 8名 

会 場 駐名古屋大韓民国総領事館 

 

（イ）防災出前講座＠港区役所（名古屋市港区） 

外国人対象の防災リーフレット作成のためのグループヒアリングを名古屋市港区

が行うにあたり、外国人住民に防災知識をもってもらうため、非常持出袋の紹介や

災害時の情報提供について紹介し、防災・減災に役立つ講習を「やさしい日本語」

で実施した。 

開 催 日 2019年7月29日 

参 加 者 数 5名 

会 場 港区役所 

 



 

（ウ）防災出前講座＠東別院日本語教室（名古屋市中区） 

地域の日本語教室において、災害時における自分の命の守り方や平時に準備でき

る非常持出袋について学ぶ講習を「やさしい日本語」で実施した。 

開 催 日 2019年10月18日 

参 加 者 数 38名 

会 場 東別院会館 

 

（エ）防災出前講座＠九番団地日本語教室（名古屋市港区） 

地域の日本語教室において、シェイクアウト訓練や避難経路の確認等について防

災・減災に役立つ講習を「やさしい日本語」で実施した。 

開 催 日 2019年11月2日 

参 加 者 数 46名 

会 場 九番団地 集会所 

協 力 名古屋みなと災害ボランティアネットワーク 

 

ウ なごや市民総ぐるみ防災訓練への参加 

（ア）東区総合防災訓練 

令和元年度「なごや市民総ぐるみ防災訓練」重点区である東区の訓練に参加し、

避難所受付訓練や災害語学ボランティアによる外国人被災者へのニーズ聞き取りシ

ミュレーション等を行い、外国人住民と災害語学ボランティアの訓練の機会とした。 

開 催 日 2019年9月1日 

参 加 者 数 17名 

会 場 名古屋市立桜丘中学校 

 

 （イ）中区総合防災訓練 

令和元年度「なごや市民総ぐるみ防災訓練」中区の訓練に参加し、ブースで「や

さしい日本語」の啓発を行った。 

開 催 日 2019年9月1日 

参 加 者 数 112名 

会 場 名古屋市立新栄小学校 

 

エ 防災フェスタ等への参加 

（ア）ワールド・コラボ・フェスタ 2019【台風接近のため中止】 

「NICやさしい日本語防災カルタ」やクイズを通して、「やさしい日本語」への理

解を深めるブース出展を計画した。 

開 催 日 2019年10月12日・13日（台風のため両日中止） 

会 場 オアシス21（名古屋市東区） 

 

（イ）中区 安心・安全・快適なまちづくりフェスタ 2019【再掲】 

中区主催の「中区 安心・安全・快適なまちづくりフェスタ2019」にブースを出展

し、多文化共生のまちづくりについて啓発する機会とした。 
開 催 日 2019年9月28日 

参 加 者 数 236名 

会 場 オアシス21 銀河の広場 

主 催 名古屋市中区 



 

 

（３）NIC 防災サポーター制度の運営 

フィリピン、ブラジル、ペルー出身の外国人住民3名を「NIC防災サポーター」として

登録し、センターの外国人防災啓発事業や災害時外国人支援ボランティア研修で、外国

人や災害語学ボランティア等を対象に防災啓発を行った。 

開 催 日 ①「防災サロン」2019年7月21日 

②「防災サロン＠NIC日本語の会」2020年1月12日 

③「災害時外国人支援ボランティア研修」2020年1月18日 

 

（４）災害時外国人支援に備えた地域・広域における連携 

ア 東海北陸地域の地域国際化協会との連携 

（ア）「災害予防対策研修会」の実施 

東海北陸地域国際化協会連絡協議会主催の研修会において、災害時の外国人支援

活動に向けた研修会を実施した。 

①各協会の運営マニュアル・協定の確認等 

②緊急連絡及び支援要請連絡・回答シミュレーション訓練 

③派遣可能な協会職員・ボランティアの確認等 

開 催 日 ①2019年8月28日 ②2019年9月5日 ③2019年12月11日 

 

イ 災害ボランティア団体との協力 

（ア）なごや災害ボランティア連絡会への参加 

なごや災害ボランティア連絡会の構成団体として月例会に参加し、災害ボランテ

ィア団体をはじめとする機関・団体との平時からのネットワーク形成を行った。 

開 催 日 2019年4月～2020年2月（毎月原則第1木曜日） 

（3月は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止） 

件 数 11回 

会 場 名古屋市市民活動推進センター 

   

（イ）なごや災害ボランティア連絡会メンバーとの連携 

「防災出前講座＠AULA DO KYUBA」（2019 年 11 月 2 日）での連携 

連携団体：名古屋みなと災害ボランティアネットワーク 

 

ウ 区役所との連携 

（ア）「防災出前講座＠港区役所」（2019 年 7月 29 日）の実施 

（イ）港区防災パンフレット「地震と津波」作成協力 

（ウ）中区防災マップ「名城・御園学区地域防災マップ」作成協力 

 

エ その他 

（ア）愛知県主催「多文化防災ネットワーク組織との意見交換会」 

   （2020 年 3 月 17 日）への参加 

 

 

 

 

 



 

（５）「NIC 日本語の会」等の運営 

ア 「NIC 日本語の会」 

名古屋及び周辺地域の在住外国人を対象に、基本的な日本語の習得と生活情報の提

供を目的とした講座をボランティアの協力により毎週日曜日に開講した。会話、漢字等

11クラス。 

また、学習者同士や学習者とボランティアの交流、生活情報を伝える機会として「サ

ポートサロン」を5回実施した。 

開 催 日 第1期：2019年5月19日～7月28日（全11回） 

第2期：2019年9月15日～11月24日（全11回） 

第3期：2020年1月19日～2月23日（全5回）（新型コロナウイルス感染症 

    拡大防止のため、3月1日から3月29日の5回分を中止） 

参 加 者 数 延べ3,696名 

 

イ 日本語教室「まるはち」（緊急対策） 

改正出入国管理及び難民認定法の施行により、急増することが見込まれる外国人の

日本語教育体制の整備を進める間の緊急対策として、民間事業者を活用し、日本語学習

機会を拡充した。 

開 催 日 第1期：2019年10月16日～12月28日（全10回） 

第2期：2020年1月8日～2月26日（新型コロナウイルス感染症拡大防止 

    のため、全10回のうち2月29日から3月14日の「入門」「初級」 

    コース3回分、「会話」コース2回分を中止） 

参 加 者 数 延べ699名 

 

（６）NIC 子ども日本語教室 

ボランティアの運営協力のもと、各期10回程度の教室を毎週日曜日に開催した。教室

では小学生低学年、小学校高学年、中学生の3グループに分かれて学習を行った。 

開 催 日 第 1期：2019 年 5 月 19 日～7月 21 日（全 10回） 

第2期：2019年9月15日～11月24日（全11回） 

第3期：2020年1月19日～2月23日（全5回）（新型コロナウイルス感染症 

    拡大防止のため、3 月 1日から 3 月 29日の 5 回分を中止） 

夏休み子ども日本語教室：2019 年 7 月 24 日～8 月 28 日の原則毎週水

曜日・日曜日）（全 10回） 

参 加 者 数 延べ1,921名（定員 第1～3期60名、夏休み50名） 

 

（７）高校生向け学習・キャリア支援教室の運営 

高校在学中または義務教育年齢を超えて高校進学を目指す外国人生徒を対象に、

「NIC 高校生日本語教室」を毎週日曜日に開催し、生活言語に加え、教科学習に必要な

学習言語を指導した。 

開 催 日 第1期：2019年5月19日～7月21日（全10回） 

第2期：2019年9月15日～11月24日（全10回） 

第3期：2020年1月19日～2月23日（全5回）（新型コロナウイルス感染症 

    拡大防止のため、3 月 1日から 3 月 29日の 5 回分を中止） 

夏休み自主学習会：2019年7月28日～8月25日（全5回） 

参 加 者 数 延べ224名 

 

 



 

 

（８）市内日本語教室との協働 

名古屋市内の日本語教室が、それぞれの現状や課題を共有し意見交換を実施した。 

開 催 日 2019年6月8日、2020年1月15日 

参 加 者 数 延べ23名 

 

（９）外国人児童・生徒サポーター研修 

外国人の子どもの支援に関心のある人または携わっている人を対象に、支援する際

の心構えや知識・スキルを講義やワークショップを通して学ぶ連続講座を実施した。 

①入門編：これからサポート活動を始める人、始めて間もない人を対象に、外国につ

ながる子どもたちやその保護者が置かれている状況を実践者の事例から理解

した。 

②実践編：すでにサポート活動を行っている人を対象に、「外国人の子どもの教育に

関する制度と現状」、「イスラム文化の子どもたちを取り巻く状況と支援」、「多

文化ソーシャルワークと子ども支援」等をテーマに専門家や実践者を招き、知

識を深めた。 

開 催 日 ①2019年6月9日・22日、7月7日（全3回） 

②2019年10月26日、11月23日、12月21日（全3回） 

参 加 者 数 ①44名（定員40名） ②38名（定員40名） 

 

（10）やさしい日本語普及啓発事業 

ア 「やさしい日本語」の研修 

（ア）外国人に伝える！伝わる！「やさしい日本語」入門講座 

講師：岩田 一成 氏（聖心女子大学文学部准教授） 

名古屋市職員を対象に、行政窓口で情報提供や地域の生活情報、災害時の緊急情

報等を外国人住民にわかりやすく伝え、円滑なコミュニケーションを図る実践的な

研修を実施した。 

開 催 日 2019年8月30日、9月5日 

参 加 者 数 延べ126名 

 

（イ）やさしい日本語入門出前講座 

地域住民等を対象に、「やさしい日本語」の考え方や日常使用できる具体的な方法

を学び、在住外国人とのコミュニケーション能力の向上を図る講座を実施した。 

開 催 日 ①名古屋市交通局:2019年5月28日 

②758キッズステーション:2019年7月17日 

③南区研究協議大会:2019年10月21日 

参 加 者 数 ①38名 ②14名 ③60名 

 

イ 市民レベルでの普及啓発活動の実施 

防災啓発事業や地域のイベント等の参加者を対象に、「やさしい日本語」の考え方

や有用性の普及啓発に努めた。 

 

 

 

 



 

９ 調査研究事業 

（１）地域の国際化推進に係る調査・分析・提案 

「自治体が設置する留学生宿舎に対するアンケート調査」 

自治体（都道府県及び政令指定都市）が設置する外国人留学生の宿舎についてアンケ

ート調査を行い、国際留学生会館の今後の運営の参考とするとともに、報告書を名古屋

市に提出した。 

調 査 項 目 宿舎の規模、主な運営財源、入居資格や選考基準、退去留学生との

ネットワーク事業、留学生への生活・就職支援事業や地域住民との

交流事業の有無、宿舎設置自治体への貢献 等 

 

１０ 多文化共生推進月間に併せた事業 

（１）ライブラリー特別企画【再掲】 

開 催 日 夏休みクイズラリー：2019年8月1日～9月1日 

参 加 者 数 延べ304名 

 

（２）絵本のひろば【再掲】 

開 催 日 2019年8月17日・18日 

参 加 者 数 延べ481名 

 

（３）名古屋に暮らす外国人によるお話会 

外国人住民から母国の文化や日本での暮らしについて話を聞き、多様な文化をもつ

人々とともにある日々の暮らしの中で自分にできること、多文化共生を進めるために

必要なことを考える機会として、NIC地球市民教室の登録講師3名によるお話会

「NIC“まるかるタウン”ナビ」を開催した。 

講師：タパ カビタ 氏（ネパール出身） 

テリー レマ 氏（タンザニア出身） 

マ カム ロン ハー 氏（ベトナム出身） 

開 催 日 2019年8月10日 

参 加 者 数 47名（定員40名） 

 

 

 施設管理運営業務  

 

名古屋市との管理運営協定に基づき、同市の公の施設である「名古屋国際センター」の指

定管理者として、貸し施設（ホール、展示室、会議室、研修室、和室）の供用及び施設の維

持管理等を行った。 

ホール（平日）及び和室の料金の 30％値下げや「ホール設営サポーター制度」を引き続き

行い、利用率の向上に努めた。また、平成 27 年度から導入した「インターネット予約システ

ム」の利用者 ID登録の普及を進めるとともに、全国規模の貸し施設ポータルサイトへの情報

掲載、名古屋商工会議所のメールマガジンや機関誌への広告掲載等により、貸し施設の PRに

努めた。なお、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、2月中旬ごろからの利用予約

キャンセルや新規受付の停止により、年度末の全体の利用率は 53.5％にとどまった。 

 

 



 

施設名 利用率 

ホ ー ル 35.8% 

会 議 室（6） 60.2% 

第一会議室 46.0% 

第二会議室 64.5% 

第三会議室 67.6% 

第四会議室 58.1% 

第五会議室 60.2% 

第六会議室 64.7% 

和 室 30.6% 

展 示 室（3） 49.4% 

第一展示室 54.2% 

第二展示室 47.4% 

第三展示室 46.6% 

研 修 室（3） 57.8% 

第一研修室 55.1% 

第二研修室 58.9% 

第三研修室 59.2% 

計 53.5% 

 

 

Ⅱ 自主事業 

 

１ NIC グローバルユース育成事業 

（１）グローバルユースデー2020 

グローバルに活躍する若者団体15団体によるプレゼンテーションや、社会人ゲスト3

人を招き、トークセッションや参加者同士の交流を通して、地球規模の課題解決のため

に行動するきっかけづくりの機会を提供した。 

開 催 日 2020年2月15日 

参 加 者 数 106名 

 

２ NIC 防災サポーターの養成 

3 名（フィリピン、ブラジル、ペルー出身）の外国人住民を防災サポーターとして登録し、

防災・減災に関する研修に受講者として派遣することで、サポーターの養成を図った。 

 

３ “世界寺子屋運動”名古屋実行委員会事務局の運営 

（１）“世界寺子屋運動”書き損じはがきキャンペーンの推進 

センターの国際協力ボランティアと協力して、書き損じはがきの回収、整理、資金

化を行った。団体からの大口の寄付については、贈呈式を 3 回実施した。また、広報

を拡充するため、イベントでのブース出展等の際に、支援の必要性と方法を効果的に

伝える「寺子屋クイズ」や非識字の体験を通して貧困や児童労働等の世界の課題を知

るワークショップを実施した。書き損じはがき回収枚数 101,344 枚（累計 4,596,073

枚）。 

 

（２）世界寺子屋運動推進協力会議の開催 

書き損じはがきキャンペーンの推進のため、会議を2回開催した。 

＜第1回＞ 

・平成30年度事業報告及び収支決算 

・令和元年度事業計画及び収支予算 

・カンボジア視察報告 

 



 

＜第2回＞ 

・年末年始における書き損じはがき（年賀状）回収のお願い 

・令和元年度広報活動の実施結果について 

・各団体からの報告 

・令和元年度カンボジアスタディツアーについて 

開 催 日 2019年7月23日、12月4日 

 

（３）“世界寺子屋運動”第 31 次支援への参加 

(公社)日本ユネスコ協会連盟が行う“世界寺子屋運動”第31次支援先からカンボジ

ア、ネパール、アフガニスタン、ミャンマーの4か国4団体の識字プロジェクトに支援金

を送った。 

 

 

「2019 名古屋地協メーデーフェスティバル」、「港区区民まつり」等のイベントにブ

ース出展し、支援先であるカンボジア、アフガニスタン、ネパール、ミャンマーの最新

活動報告をパネルや写真の展示により行った。 

開 催 日 2019年4月27日、6月2日、9月21日、11月3日 

 

（４）“世界寺子屋運動”カンボジアスタディツアー【新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止】 

世界寺子屋運動の推進を目的に、支援国を訪問して支援の成果を確認し、関係者や寺

子屋学習者、市民との交流を深めるスタディツアーを実施する。 

開 催 日 2020年3月18日～22日（4泊5日） 

 

４ NIC 国際講演会【新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止】 

センターの経営基本方針のひとつである「地球市民意識の醸成と活動の促進」を図るとと

もに、財団の活動を広く市民にPRすることを目的に、有識者による講演会を実施する。 

開 催 日 2020年2月29日 

講 師 鴻上 尚史 氏（作家・演出家） 

テ ー マ クール・ジャパンと世間 

 

５ ワールド・コラボ・フェスタへの参加【台風接近のため中止】 

国際交流、国際協力、多文化共生をテーマに開催される「ワールド・コラボ・フェスタ」

に、ブース出展・ステージ出演を計画した。 

(公社)日本ユネスコ協会連盟 カンボジア・アンコール・

カンボジア事務所、 寺子屋プロジェクト

シェムリアップ州教育局

ノンフォーマル教育ナショナル ネパール・リンビニ・寺子屋

リソースセンター プロジェクト

(公社)日本ユネスコ協会連盟 アフガニスタン寺子屋

アフガニスタン事務所、 プロジェクト

アフガニスタン教育省識字局

ミャンマー識字リソースセンター（MLRC） 小・中学校退学青年向け継続

バゴー地方域・対象タウンシップ教育局 教育プロジェクト

（EXCELプロジェクト）

プロジェクト名

カンボジア

ネパール

アフガニスタン

ミャンマー

国名 団体名



 

①ブース「世界中の人びとに文字を識る機会と喜びを～外国語でカード作り～」 

外国語のメッセージカード作りを通して、読み書きできない気持ちの体験、地球の課題

（教育、貧困、児童労働等）について学ぶワークショップ。 

②ブース「楽しく学ぼう！『やさしい日本語』」【再掲】 

「やさしい日本語」について楽しく学ぶ「NICやさしい日本語防災カルタ」やクイズ。 

③ステージ「ワールド・ミュージック2019 ～世界の音楽でつなげよう！心と心～」 

NIC地球市民教室の講師とその家族・知人による母国の歌や踊り。「音楽」にまつわる文化

や生活習慣を紹介。 

開 催 日 2019年10月12日・13日 

会 場 オアシス21（名古屋市東区） 

 

６ 「世界のいただきます」をつくってみよう！ 

「ニック・ニュース」や「子ども版ニック・ニュース」に掲載する世界のレシピを用いた

料理を作り、様々な国の文化を知るとともに、外国人講師とのふれあい・交流を通して多文

化共生について学ぶ親子対象の事業を、名古屋市多文化共生推進月間に合わせて実施した。 

名古屋・ロサンゼルスの姉妹都市提携60周年にあたり、カリフォルニアロールを作った。 

開 催 日 2019年8月24日 

参 加 者 数 15組37名 

 

７ 第 34 回 外国人芸術作品展（共催事業） 

外国人ボランティアグループ CJISとの共催により、プロ・アマ問わず、中部地域で活動

する23か国、80人の外国人芸術家が作品を発表する展覧会を開催し、芸術を通した国際交

流の場を設けた。 

開 催 日 2019年10月29日～11月3日 

参 加 者 数 延べ1,122名 

主 催 セントラル・ジャパン・インターナショナル・ソサエティ（CJIS） 

 

８ 多文化子どもサポート連絡会 

外国につながる子どもたちの教育に携わる教員、日本語指導員、ボランティア等がそれぞ

れの教育現場で抱える問題を持ち寄り、情報・意見交換する場を提供した。また、子ども支

援に関連する分野や現場のゲストを招いて勉強会を行った。 

開 催 日 2019年4月21日、6月15日、10月19日、12月21日、2020年2月14日 

参 加 者 数 延べ55名 

 

９ 愛知大学との連携・協力事業 

愛知大学との連携により、同大学の教養課程において「現場の視点で考える国際協力、国

際交流、多文化共生」と題した講座（後期）を実施した。 

開 催 日 2019年9月17日・24日、10月1日・8日・15日・29日、 

11月12日・19日・26日、12月3日 

登 録 人 数 80名 

会 場 愛知大学 名古屋キャンパス 

 

 

 

 



 

１０ 名古屋市立大学との連携・協力事業 

（１）名古屋市立大学 地域特色科目「多文化共生と国際貢献」 

国際交流・国際協力・多文化共生等の課題について、その現状や問題の所在、今後の

方向性等を座学やワークショップを通して分かりやすく解説することにより、日本や

地域の国際化について考える機会を提供した（全15回）。 

開 催 日 2019年4月12日・19日・26日、5月10日・17日・24日・31日、6月7日・ 

14日・21日・28日、7月5日・12日・19日・26日 

登 録 人 数 40名 

会 場 名古屋市立大学 滝子キャンパス 

 

（２）フォーラム 第 2回「愛知県で生活する外国人の保健医療へのアクセスを考える」 

   【新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止】 

「愛知県で暮らす外国人の保健医療アクセス」に関する調査結果の報告及び関係者間

の情報交換を行う。 

開 催 日 2020年3月14日 

主 催 名古屋市立大学看護学部国際保健看護学 

 

１１ 関係機関・団体等との連携・協力事業 

（１）モナシュ大学（オーストラリア）との共催事業 

「多文化背景を持つ若者と自己表現～移民国家オーストラリアの実践者を迎えて～」 

多民族国家であるオーストラリアからゲストを迎え、多様な文化的背景を持つ若者を

対象に、文化・アートによる自己表現の実践事例を紹介した。また、同様の背景を持つ

芸術家による自己表現ワークショップを実施した。 

開 催 日 2019年4月21日 

テ ー マ 多文化背景を持つ若者と自己表現 

～移民国家オーストラリアの実践者を迎えて～ 

参 加 者 数 49名 

主 催 モナシュ大学（オーストラリア） 

後 援 (一財)自治体国際化協会 

 

１２ 国際的施設誘致事業 

名古屋の国際化を推進するため、国際連合地域開発センター（UNCRD）はじめ国際機関

を受け入れた。 

 

１３ 賛助会員制度の運営 

国際センターの趣旨に賛同し、事業及び運営への支援をいただける個人・団体を募っ

た。新規入会の記念品として、フェアトレード製品を準備する等、賛助会員の獲得に努め

た。 

会 費 

（1口 年額） 
①団体会員50,000円 ②個人正会員5,000円 ③個人学生会員1,500円 

会員期間 ①入会の翌月から1年間 

②③入会時期により当該年度末または次年度末まで 

会 員 数 ①61団体 ②61名 ③5名 

 

 



 

Ⅲ 国際留学生会館事業 

 

１ 宿泊事業 

（１）入居者の募集及び選考 

愛知県内の大学等に在籍する外国人留学生から入居者を募集し、入居者選考委員会

による選考を経て、161 名（31 か国・1地域、14 大学）の留学生及び日本人チュータ

ーに宿泊施設を提供した。 

 

（２）オリエンテーション等の実施 

入居と退去の際に必要な生活知識を紹介するオリエンテーションを年 2回（春期・

秋期の入居時）開催した。また、交通ルールに関する講習会や名古屋市内の観光名所

等を巡る 1日バスツアーを実施した。 

 

（３）歓迎会等の実施 

入居の留学生相互及び地域社会との親睦交流を図る歓送迎会を 2回実施した。 

 

２ 研修事業 

（１）講座 

愛知県内の留学生を対象に、次の講座を開催した。 

ア 日本文化理解講座 

日本の伝統文化に触れる機会を提供するため、華道・茶道の講座を開催した。 

開 催 日 ①生け花：2019 年 5 月 17 日～6月 21 日（全 6回） 

②お茶：2019 年 10 月 7日～11 月 25 日（全 6回） 

参 加 者 数 ①16名（定員10名） ②7名（定員10名） 

共 催 国際留学生会館在住の留学生を支援する会 

 

イ 就職支援事業 

日本での就職を希望する留学生を対象に、就職支援事業の一環として、就職個別

相談会を実施した。 

開 催 日 ①留学生就職個別相談会Ⅰ：2019 年 11 月 2 日 

②留学生就職個別相談会Ⅱ：2019 年 11月 30 日 

参 加 者 数 ①5名（定員5名） ②5名（定員5名） 

 

（２）日本文化紹介事業 

着物を通して、日本の伝統文化への理解をより深めるため、着付け等の体験会を開

催した。 

開 催 日 ①ゆかた着付け体験会：2019 年 6月 8 日 

②十二単体験会：2019 年 11 月 16 日 

参 加 者 数 ①14名（定員20名） ②34名（定員50名） 

共 催 国際留学生会館在住の留学生を支援する会 

 

 

 

 



 

３ 情報提供・相談事業 

（１）各種情報提供・相談 

留学生の学業及び生活を支援するために、奨学金やアルバイト、日本語学習等の情

報提供と学業・生活上の各種相談を行った。 

 

（２）留学生懇話会の開催 

名古屋市内に在住又は市内の大学に在学する留学生の日常生活、学業、進路等に関

する悩みなど、留学生の生の声を聴取するとともに、情報・意見交換を行うため、名

古屋市と共同で留学生懇話会を開催した。 

開 催 日 2019 年 11 月 12 日 

参 加 者 数 参加者数 41 名（うち留学生 21名） 

 

４ 交流事業 

（１）日本人向け講座の開催 

愛知県内在住・在勤（在学）の日本人を対象に、次の講座を開催した。 

ア 外国語講座 

留学生を講師とする言語・文化紹介講座（前期：①フランス語初級会話（月曜ク

ラス）、②英語初級会話（水曜クラス）／後期：③英語初級会話（水曜クラス）、④

韓国語会話（金曜クラス））を開催し、留学生と県民・市民との交流の場を提供し

た。その他、「国際留学生会館在住の留学生を支援する会」主催の外国語講座（英語

初級会話及び中国語会話 2020 年 2 月 12 日～3月 6日（各全 4回））を共催予定のと

ころ、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、3月 4日以降中断し、各全 3回 

開催した。 

開 催 日 ①2019 年 5 月 13 日～6月 17 日（全 6 回） 

②2019 年 5 月 15 日～6月 19 日（全 6 回） 

③2019 年 10 月 16 日～11 月 20 日（全 6回） 

④2019 年 10 月 18 日～11 月 22 日（全 6回） 

参 加 者 数 ①39 名（定員 40 名） ②39 名（定員 40 名） ③40 名（定員 40 名） 

④15 名（定員 40 名） 

共 催 国際留学生会館在住の留学生を支援する会 

 

（２）登録ボランティア制度の活用 

ア 交流サポートボランティア 

留学生の日常生活を支援する交流ボランティアに 18 名が登録し、文化交流会等

様々な行事を企画・開催した。 

開 催 日 ①春の新入生歓迎パーティー：2019 年 5月 11 日 

②海の日流しそうめん＆花火観賞：2019 年 7 月 15 日 

③陶芸づくり体験：2019 年 9 月 14 日 

④秋の新入生歓迎パーティー：2019 年 10 月 9日 

参 加 者 数 ①67名 ②76名 ③16名 ④75名 

 

イ 日本語サポートボランティア 

日本語ボランティアに 21 名が登録し、「入門」「初級」「中級」「検定対策」の日本

語学習会を、留学生を対象に毎週土曜日に開催した（受講者総数は延べ 824 名）。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2月 29 日以降の開催を中止した。 



 

（３）地域住民等との交流 

愛知県内の団体や地域住民の要望により、会館留学生と住民等との交流を行ったほ

か、筏師一本乗り、町内会子供神輿、お茶会、餅つき等の日本の伝統文化に触れる機

会を通して留学生と市民との相互理解を深める交流を行った（参加者数は延べ 1,813

名（うち留学生 922 名））。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2月 18 日以降の事業を中止した。 

開 催 日 ①交流パーティー：2019 年 7 月 5 日 

②瑞穂区民まつり「留学生との交流体験」：2019 年 8 月 3日 

③秋の日帰りバスツアー（郡上八幡、馬籠）：2019 年 10 月 26 日 

④みなとで交流会：2019 年 11 月 10 日 

⑤年忘れもちつき大会：2019 年 12 月 19日 

参 加 者 数 ①142 名（54 名） ②300 名（12 名） ③43 名（28 名） 

④43 名（32 名） ⑤69 名（40 名） ⑥その他 1,038 名（603 名） 

（ ）は留学生の内数 

 

５ 会館元入居者のネットワーク化促進事業 

会館の元留学生が留学中に培った交流の絆を維持し、将来的に経済・文化の両面におい

て、本国と名古屋との友好関係、名古屋の国際化、多文化共生へのより積極的な寄与に繋

げられる仕組みづくりに努めるため、メールマガジンの送信及び現状調査の実施やフェイ

スブックの公式ページの活用、ゲストルームの提供等を通じて、ネットワークの活性化を

図る取り組みに努めた。なお、国際留学生会館フェイスブック公式ページの登録者数は

306 名。 

 

６ 国際留学生会館の維持管理等 

国際留学生会館の施設の維持管理を行った。 

 

  



 

3）役員会等に関する事項 

 

１ 評議員会の開催 

 

  第 1回評議員会  開 催 日  2019 年 6 月 27 日 

     議 案  平成 30 年度決算 

       役員の選任 

       評議員の選任 

 

  第 2回評議員会  表 決 日  2019 年 7 月 1日 

  （書面表決）  議 案  評議員・理事の選任 

 

  第 3回評議員会  表決日  2019 年 11 月 1 日 

  （書面表決）  議 案  監事の選任 

 

  第 4回評議員会  開催日  2020 年 3 月 13 日 

     議 案  公益財団法人名古屋国際センター 

       名古屋市退職者役員の業績評価及び 

       令和 2年度年間報酬額の決定 

 

  第 5回評議員会  表決日  2020 年 3 月 31 日 

  （書面表決）  議 案  理事の辞任及び選任 

 

 

２ 理事会の開催 

 

  第 1回理事会  開催日  2019 年 4 月 1日 

  （書面表決）  議 案  副理事長・専務理事の選定 

 

  第 2回理事会  表決日  2019 年 6 月 12 日 

     議 案  平成 30 年度事業報告及び決算 

       令和元年度第 1回評議員会の開催 

 

  第 3回理事会  開催日  2019 年 6 月 28 日 

  （書面表決）  議 案  理事長・副理事長・専務理事の選定 

 

  第 4回理事会  開催日  2020 年 2 月 19 日 

     議 案  令和 2年度事業計画書等 

       令和元年度第 4回評議員会の開催 

 


